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ご注意書き 

 

1. 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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(1) 水晶/セラミック発振

WDT(ウォッチドッグタイマ)
８ビットタイマH1

X1

X2

Vss
外部
クロック

ポートとして
使用可

(2) 外部クロック入力

X1

X2

Vss

ポートとして
使用可

ポートとして
使用可

(3) 高速内蔵発振

-500KHz~10MHz
-STOP命令で発振を停止できる

-500KHz~10MHz
-STOP命令で発振を停止できる
-P122/X2端子をポートとして使用可

-8MHz(typ)
-STOP命令で発振を停止できる
-P121/X1, P122/X2端子をポート

として使用可

オプション・バイトアドレス：0080h
リード/ライト

リセット時：不定
1 DEFO

STS1
DEFO
STS0 1 RMCE OSC

SEL1
OSC
SEL0

LSR
OSC

01234567

低速内蔵発振器
0: プログラムにより停止可能、
1: 停止不可

[0:0] 水晶/セラミック発振クロック
[0:1] 外部クロック入力
[1:X] 高速内蔵発振器クロック

電源投入時または
リセット解除後の

発振安定時間

0
0
1
1

0
1
0
1

210クロック
212クロック
215クロック
217クロック

水晶/セラミック発振を選択したとき

のみ有効

P34/RESET端子機能

0: P34として使用、
1: RESET端子として使用

OSTS
発振安定時間
選択レジスタ

アドレス：FFF4h
リード/ライト

リセット時：不定
0 0 0 0 0 0 OSTS

1
OSTS

0

01234567

STOPモード解除後の発振安定時間

0
0
1
1

0
1
0
1

210クロック
212クロック
215クロック
217クロック

水晶/セラミック発振を

選択したときのみ有効

高速内蔵発振器
(typ 8MHz)

セレクタ

1/1 1/2 1/4

セレクタ

1/1 1/4

セレクタ

fxp

fCPU

PPCC
プリPCCレジスタ

アドレス：FFF3h
リード/ライト
リセット時：02h

0 0 0 0 0 0 PPCC
1

PPCC
0

01234567

[0:0] 1/1
[0:1] 1/2
[1:0] 1/4

アドレス：FFFBh
リード/ライト
リセット時：02h

0 0 0 0 0 0 PCC
1 0

01234567

0: 1/1, 1: 1/4

PCC
PCCレジスタ

プロセッサ・
クロック・
コントロール
(PCC)

周辺ハードウェア用クロック

CPUクロック

オプション・バイトで選択

X1

P121

P121

VS
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D

P123

P123

P12
ポート・レジスタ12

P
123

3

PM12
ポート・モード・レジスタ12
0: 出力、1: 入力

PM
123

3

VDD

P-ch

PU12
プルアップ抵抗オプション
レジスタ12

PU
123

3
入力ポートとして
使用するとき，
内蔵プルアップ
抵抗を使用可能。

P12
ポート・レジスタ12

P
121

1

PM12
ポート・モード・レジスタ12
0: 出力、1: 入力

PM
121

1

Reset

P34

fRH

LSRCM 低速内蔵発振器モード・レジスタ
アドレス：FF58h、リード/ライト、リセット時：00h

0 0 0 0 0 0 0 LSR
STOP

01234567

0: 低速内蔵発振器の発振、1: 停止

オプション・バイト

LSR
OSC

0

0: プログラムにより停止可能、1: 停止不可

fRL

LVIM 低電圧検出レジスタ
アドレス：FF50h、リード/ライト、リセット時：00H

LVI
ON 0 0 0 0 0 LVI

MD
LVI
F

01234567

低電圧検出フラグ
1: 低電圧を検出
(このビットは
リードオンリー)

低電圧検出時動作
0: 割り込み(INTLVI)発生

1: リセット発生

0: 動作禁止
1: 動作許可

LVIS 低電圧レベル選択レジスタ
アドレス：FF51h、リード/ライト、リセット時：00H

0 0 0 0 LVIS
3

LVIS
2

LVIS
1

LVIS
0

01234567

この４ビットの値により、
検出する低電圧レベルは左図のとおり

2V

3V

4V

5V

0

1
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3

4

9

4.3±0.2V

4.1±0.2V

3.9±0.2V

3.7±0.2V

3.5±0.2V

5 3.3±0.15V

6 3.1±0.15V

7 2.85±0.15V

8 2.6±0.15V

2.35±0.15V

VDDが下記指定電圧より

下になったときに
低電圧検出が働きます。

POC検出電位 2.1±0.1V

VDDがこの検出電位より上になったとき「パワー
オン」と判断しPOC回路がリセットを発生します。

POC/LVI パワーオンクリア/低電圧検出

プログラム領域

リセット入力ReservedReserved低電圧検出割り込み
INTLVI

外部割り込み0
INTP0

外部割り込み1
INTP1

8ビット・タイマH
INTTMH1

16ビットタイマ
INTTM000

16ビットタイマ
INTTM010

A/Dコンバータ
INTAD

外部割り込み2
INTP2

外部割り込み3
INTP3

８ビットタイマ80
INTTM80

UART6受信エラー
INTSRE6

UART6受信完了
INTSR6

UART6送信完了
INTST6

CALLT3 CALLT2 CALLT1 CALLT0CALLT7 CALLT6 CALLT5 CALLT4

CALLT11 CALLT10 CALLT9 CALLT8CALLT15 CALLT14 CALLT13 CALLT12

CALLT19 CALLT18 CALLT17 CALLT16CALLT23 CALLT22 CALLT21 CALLT20

CALLT27 CALLT26 CALLT25 CALLT24CALLT31 CALLT30 CALLT29 CALLT28

CALLT命令ジャンプテーブル

オプション
・バイト

プログラム領域

000xh
001xh
002xh
003xh
004xh
005xh
006xh
007xh
008xh

0123456789ABCDEF

ベクタ,CALLT領域

PCC

PPCC

Reserved

P12
ポート・レジスタ12

P
122

2

PM12
ポート・モード・レジスタ12
0: 出力、1: 入力

PM
122

2

X2

P122

P122

プロテクト
・バイト

1: WDT(ウォッチドッグタイマ)リセット

RESF リセット・コントロール・フラグ・レジスタ
アドレス：FF54h、リード、リセット時：00H

0 0 0 WDT
RF 0 0 0 LVI

RF

01234567

1: LVI(低電圧検出)リセット

このレジスタは読み出しによりゼロクリアされます。

リセット要因

(1) RESET端子による外部からのリセット入力
(2) WDT(ウォッチドッグタイマ)の暴走検出による内部リセット
(3) POC(パワーオンクリア)による内部リセット
(4) LVI(低電圧検出回路)による内部リセット

リセット制御

INTLVI信号

（LVIMD=0の場合のみ）

高速内蔵発振器の発振／停止
オプション・バイトで
高速内蔵発振器クロックを
選択していない場合は，
自動的に発振を停止して
消費電力を削減します。

LVIでのリセット機能
低電圧を検出した際に，
割り込みではなく，リセット
を発生することもできます。
リセットを発生したい場合
には，LVIMD = 1に設定
します。
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78K0S/KA1+ 一枚マニュアル
P

34
/R

E
S

E
T

fx

システム・クロック

オプション
・バイト

RMCE

セ
レ
ク
タ

＊ この端子を入力ポートとして
使用する場合，外部にプル
アップ抵抗を接続する必要
があります。また，その場合，
RESET端子として使用する
ことはできません。

低速内蔵発振器
(typ 240kHz)

OSC
SEL1

OSC
SEL0

オプション・バイト

2

[1:X] 高速内蔵発振器クロック

1

3

ADM
A/Dコンバータ・
モード・レジスタ

0: 基準電圧生成回路の停止、
1: 許可

アドレス: FF80h
リード/ライト
リセット時: 00h

ADCS 0
FR
2

FR
1

FR
0

0 0 ADCE

0: 変換動作停止、
1: 許可

0
0
0
0
1
1
1
1

0
0
1
1
0
0
1
1

0
1
0
1
0
1
0
1

(12+36)/fxp
(24+48)/fxp
(48+72)/fxp
(88+112)/fxp
(24+72)/fxp
(48+96)/fxp
(96+144)/fxp
(176+224)/fxp

0 0
ADS

1
ADS

0
0 0

アドレス: FF81h
リード/ライト
リセット時: 00h

0 0

ADS アナログ入力チャネル指定レジスタ
[0:0] ANI0
[0:1] ANI1
[1:0] ANI2
[1:1] ANI3

変換時間の選択

0 00 00 0

0123456789101112131415

(FF19h) (FF18h)

ADCR 10ビットA/D変換結果レジスタ
リード、リセット時: 不定

A/D変換結果
MSB LSB

A
V

R
E

F

サンプル
＆

ホールド
回路

電圧コンパレータ

セ
レ
ク
タ

01234567

01234567

P
20/A

N
I0

ANI0

P
21/A

N
I1

10ビットA/Dコンバータ（4チャネル）

サンプリング時間＋変換時間で表しています。

P
130

P13
ポート・レジスタ13

P130

INTAD信号

TM80
8ビット・タイマ・
カウンタ80

CR80
８ビット・コンペア・レジスタ80

01234567

一致

アドレス：FFCDh
ライト
リセット時：不定

0 0 0 0
TCL
801

TCL
800

0
TCE
80

TMC80
８ビット・タイマ・モード・
コントロール・レジスタ80

01234567
アドレス：FFCCh
リード/ライト
リセット時：00h

0: タイマ動作停止(カウンタは0にクリア)
1: タイマ動作許可

カウント・クロック選択
[0:0] fxp/64
[0:1] fxp/256
[1:0] fxp/1024
[1:1] fxp/65536

TM80 –
８ビット・タイマ80

01234567
アドレス：FFCEh
リード
リセット時：00h

P2
ポート・レジスタ2

P
20

0

PM2
ポート・モード・レジスタ2

0: 出力、1: 入力

PM
20

0

PU2
プルアップ抵抗オプション

レジスタ2

PU
20

0

P20

P20

VDD

P-ch

入力ポートとして
使用するとき，
内蔵プルアップ
抵抗を使用可能。

PMC
20

0
PMC2 ポート・モード・
コントロール・レジスタ2
0: ポート、1: A/D入力

P
22/A

N
I2

P
23/A

N
I3

P
130

0

78K0S/KA1+

MSB

01234567

ADCRH 8ビットA/D変換結果レジスタ
リード、リセット時: 不定

A/D変換結果

(FF1Ah)

セ
レ
ク
タ

fxp/64

fxp/256

fxp/1024

fxp/65536
TCL801,
TCL800

コンペア

0123456789101112131415
WDT
16ビット・カウンタ

WDTE
WDTイネーブル・レジスタ

01234567
アドレス：FF49h
リード/ライト
リセット時：9Ah

AChを書き込むとカウンタをクリアします。
ACh以外を書き込むとリセット信号を発生します。

WDTM
WDTモード・レジスタ0 1 1

WDCS
4

WDCS
3

WDCS
2

WDCS
1

WDCS
0

01234567
アドレス：FF48h
リード/ライト
リセット時：67h

0
0
1
1

0
1
0
1

fRL(低速内蔵発振器クロック)
fx(システム・クロック)
WDT動作停止
WDT動作停止

クロック選択（低速内蔵発振器停止可能時のみ有効）
①fRLを選択した場合、この３ビットの値をKと

するときオーバフロー時間はfRL/2(11+K)です。
例えばK=3としたときはfRL/214となります。

②fxを選択した場合、この３ビットの値をKと
するときオーバフロー時間はfx/2(13+K)です。
例えばK=3としたときはfx/216となります。

WDT –
ウォッチドッグ・
タイマ

ANI1

P2
ポート・レジスタ2

P
21

1

PM2
ポート・モード・レジスタ2

0: 出力、1: 入力

PM
21

1

PU2
プルアップ抵抗オプション

レジスタ2

PU
21

1

P21

P21

VDD

P-ch

入力ポートとして
使用するとき，
内蔵プルアップ
抵抗を使用可能。

PMC
21

1
PMC2 ポート・モード・
コントロール・レジスタ2
0: ポート、1: A/D入力

ANI2

P2
ポート・レジスタ2

P
22

2

PM2
ポート・モード・レジスタ2

0: 出力、1: 入力

PM
22

2

PU2
プルアップ抵抗オプション

レジスタ2

PU
22

2

P22

P22

VDD

P-ch

入力ポートとして
使用するとき，
内蔵プルアップ
抵抗を使用可能。

PMC
22

2
PMC2 ポート・モード・
コントロール・レジスタ2
0: ポート、1: A/D入力

ANI3

P2
ポート・レジスタ2

P
23

3

PM2
ポート・モード・レジスタ2

0: 出力、1: 入力

PM
23

3

PU2
プルアップ抵抗オプション

レジスタ2

PU
23

3

P23

P23

VDD

P-ch

入力ポートとして
使用するとき，
内蔵プルアップ
抵抗を使用可能。

PMC
23

3
PMC2 ポート・モード・
コントロール・レジスタ2
0: ポート、1: A/D入力

A/D変換完了

INTTM80信号

コンパクトで参照しやすい一枚マニュアル

スタンバイ機能

外部割り込み

LVI(低電圧検出回路)

UART6

A/Dコンバータ

WDT(ウォッチドッグ)

８ビットタイマH1

８ビットタイマ80

１６ビットタイマ

I/Oポート

CPU

システムクロック

HALTモード
(CPU動作は停止、システ
ムクロックの発振は継続)

●

○

○

○

○

○

○

○

○(HALT前の状態保持)

注2

○(CPUクロックは停止)

STOPモード
(CPU動作は停止、システ
ムクロックの発振も停止)

●

●

●

注1

○

○

●

●

○(STOP前の状態保持)

注2

●

○動作可能
●動作停止

注1 低速内蔵発振器クロック選択時は動作可能。
注2 オプション・バイトで，低速内蔵発振器停止不可

と した時は動作可能。
オプション・バイトで，低速内蔵発振器停止可能
とした時は動作停止。

TM80の
インターバル・タイマ機能

カウント・クロックに低周波
を選択できるので，長周期
（msec～sec単位）の
設定が可能です。

WDTのカウント・クロック
オプション・バイトで
低速内蔵発振器停止不可を
選択している場合は，
自動的にfRLになります。
オプション・バイトで
低速内蔵発振器停止可能を
選択している場合は，
WDTMレジスタで選択でき
ます。

外部リセット出力機能
P130端子は，リセット期間は
ロウ・レベルを出力するので，
外部に接続したICに対しての
リセット信号として使用できます。
（アクティブ・ロウ）

10ビット精度／8ビット精度
でのA/D変換結果

下記レジスタの両方に
A/D変換結果が格納されます。

ADCRH：8ビットA/D変換結果
ADCR：10ビットA/D変換結果

パッケージ情報
● 20ピン・プラスチックSSOP

パッケージ記号 ：MC-5A4
厚さ ：1.2mm
呼び寸法 ：7.62mm(300)
端子ピッチ ：0.65mm

外形寸法

μPD78F9221  μPD78F9222

20

19

18

17

16

15

6.65±0.15

20 11

1 10

6.1±0.2 8.1±0.2

0.65

VSS
逐次変換レジスタ(SAR)

D/A
コンバータ

比較電圧を生成

いずれのモードに設定される場合でも，直前のレジス
タ，フラグ，データ・メモリの内容はすべて保持されま
す。また入出力ポートの出力ラッチ，出力バッファの
状態も保持されます。

HALT，STOPモードを解除するには，マスカブル割り

込み要求もしくはリセットを発生させます。

リード値は常に9Ahになります。

P3
1/

TI
01

0/
TO

00
/IN

TP
2

TM00
16ビット・タイマ
・カウンタ00

CR000
16ビット・タイマ・キャプチャ/
コンペア・レジスタ000

CR010
16ビット・タイマ・キャプチャ/
コンペア・レジスタ010

TMC00
16ビット・タイマ・モード・
コントロール・レジスタ00

TM00 - 16ビット
タイマ/イベント
カウンタ00

アドレス：FF60h
リード/ライト
リセット時：00h

OSPT
00

OSPE
00

TOC
004

LVS
00

LVR
00

TOC
001

TOE
000

TOC00
16ビット・タイマ出力
コントロール・レジスタ00

0123456789101112131415

(FF13h) (FF12h)

リード
リセット時: 0000h

0123456789101112131415

(FF15h) (FF14h)

リード/ライト
リセット時: 0000h

0123456789101112131415

(FF17h) (FF16h)

リード/ライト
リセット時: 0000h

0 0 0 0 TMC
003

TMC
002

TMC
001

OVF
00

01234567

0
0
0
0
1
1
1
1

0
0
1
1
0
0
1
1

0
1
0
1
0
1
0
1

変化なし
〃

条件(A)
条件(B)
－
－
条件(A)
条件(B)

発生しない
〃

条件(A)で発生

〃
〃
〃
〃
〃

動作停止(TM00は０にクリア)
〃

フリー・ランニング・モード
〃

TI000の有効エッジでクリア＆スタート

〃
TM00とCR000の一致でクリア＆スタート

〃

CRC00
キャプチャ/コンペア・コ
ントロール・レジスタ00

アドレス：FF62h
リード/ライト
リセット時：00h

0 0 0 0 0 CRC
002

CRC
001

CRC
000

CR010の動作モード選択
0: コンペア、1: キャプチャ

CR000の動作モード選択
0: コンペア、1: キャプチャ

CR000のキャプチャ・トリガの選択
0: TI010の有効エッジでキャプチャする、1: TI000の有効エッジの逆相でキャプチャ

01234567

01234567
アドレス：FF63h
リード/ライト
リセット時：00h

タイマ出力の制御
0: 出力禁止、1: 出力許可

CR000とTM00の一致によるタイマ出力F/Fの制御
0: 反転動作禁止、1: 反転動作許可

タイマ出力F/Fの状態設定
[0:0] 変化しない
[0:1] タイマ出力F/Fをリセット(0)
[1:0] タイマ出力F/Fをセット(1)
[1:1] 設定禁止

CR010とTM00の一致によるタイマ出力F/Fの制御
0: 反転動作禁止、1: 反転動作許可

ワンショット・パルス出力動作の制御
0: 連続パルス出力モード、1: ワンショット・パルス出力モード

ソフトによるワンショット・パルス出力トリガの制御
0: ワンショット・パルス出力トリガなし、1: あり

PRM00
プリスケーラ・モード・レジスタ00

01234567
ES
110

ES
100

ES
010

ES
000 0 0 PRM

001
PRM
000

カウント・クロックの選択
[0:0] fxp(10MHz)
[0:1] fxp/4 (2.5MHz)
[1:0] fxp/256 (39.06KHz)
[1:1] TI000有効エッジ

TI000有効エッジの選択
[0:0] 立ち下がりエッジ
[0:1] 立ち上がりエッジ
[1:0] 設定禁止
[1:1] 両エッジ

TI010有効エッジの選択
[0:0] 立ち下がりエッジ
[0:1] 立ち上がりエッジ
[1:0] 設定禁止
[1:1] 両エッジ

アドレス：FF61h
リード/ライト
リセット時：00h

動作モードおよび
クリア・モードの選択

TO00の反転

タイミングの選択
割り込み
要求の発生

条件(A)： TM00とCR000の一致またはTM00とCR010の一致
条件(B)： TM00とCR000の一致，TM00とCR010の一致，またはTI000の有効エッジ

0: オーバフローなし、1: あり

fxp/4

fxp/256

セ
レ
ク
タ

INTTM000信号

INTTM010信号

出力制御
回路

CRC001

PRM001
PRM000

P31

P31

P3
0/

TI
00

0/
IN

TP
0

INTP0

P30

P30

P
40

P4
1/

IN
TP

3

P41

P41

INTP3

入力ポートとして
使用するとき内
蔵プルアップ抵
抗を使用可能。

P3
ポート・レジスタ3

P
31

1

PM3
ポート・モード・レジスタ3
0: 出力、1: 入力

PM
31

1

VDD

P-ch

PU3
プルアップ抵抗オプション
レジスタ3

PU
31

1
入力ポートとして
使用するとき，
内蔵プルアップ
抵抗を使用可能。

64KBアドレス空間

1000h
0FFFh

0000h

特殊機能レジスタ(SFR) 256B

内蔵RAM 128B

Flashメモリ 2KB
(0000-07FFh)

使用
不可

μPD78F9221 (2KB Flash版)

特殊機能レジスタ(SFR) 256B

内蔵RAM 256B

Flashメモリ 4KB
(0000-0FFFh)

使用
不可

μPD78F9222 (4KB Flash版)

メモリ空間プロセッサ・レジスタ

01234567

0123456789101112131415

プログラム・カウンタ

Z 0 AC 0 0 1 CYIE
PSW
プログラム・ステータス・ワード

01234567

割込許可
0: 割込禁止(DI)、
1: 割込許可(EI)

補助キャリー(ビット３からのキャリー)
0: なし、1: あり

ゼロ・フラグ
0: ゼロでなかった、1: ゼロだった

キャリー・フラグ
0: なし、1: あり

0123456789101112131415

SP スタック・ポインタ

01234567

01234567

01234567

01234567

01234567

01234567

01234567

AX

CB

ED

LH

汎用レジスタ（２本を連結し
16ビット・レジスタとしても

使用できる）

ベクタ領域

CALLT領域

オプション・バイト（0080h）

プロテクト・バイト(0081h)

ベクタ領域

CALLT領域

オプション・バイト（0080h）

プロテクト・バイト(0081h)

0800h
07FFh

FE80h

FF00h

FE00h

FFFFh

一致
キャプチャ時 コンペア時

キャプチャ時 コンペア時

セ
レ
ク
タ

一致

入力ポートとして
使用するとき内
蔵プルアップ抵
抗を使用可能。

P3
ポート・レジスタ3

P
30

0

PM3
ポート・モード・レジスタ3
0: 出力、1: 入力

PM
30

0

VDD

P-ch

PU3
プルアップ抵抗オプション
レジスタ3

PU
30

0
入力ポートとして
使用するとき，
内蔵プルアップ
抵抗を使用可能。

P40

P40

P4
ポート・レジスタ4

P
40

0

PM4
ポート・モード・レジスタ4
0: 出力、1: 入力

PM
40

0

VDD

P-ch

PU4
プルアップ抵抗オプション
レジスタ4

PU
40

0
入力ポートとして
使用するとき，
内蔵プルアップ
抵抗を使用可能。

P4
ポート・レジスタ4

P
41

1

PM4
ポート・モード・レジスタ4
0: 出力、1: 入力

PM
41

1

VDD

P-ch

PU4
プルアップ抵抗オプション
レジスタ4

PU
41

1
入力ポートとして
使用するとき内
蔵プルアップ抵
抗を使用可能。

ワンショット・パルス機能

トリガを入れたら，
コンペア1（CR010）の値
までインアクティブ・レベル
を出力し，その後
コンペア0（CR000）の値
まで，アクティブ・レベルを
出力します。
そしてまたインアクティブ・
レベルに戻ります。

PPG（プログラマブル・
パルス・ジェネレータ）機能

コンペア0（CR000）で
パルス周期を設定し，
コンペア1（CR010）で
デューティ値を設定して
パルスを出力します。

外部イベント・カウンタ機能

TI000端子に入力される
パルスをカウントし，
コンペア0（CR000）の値
と一致したとき割り込み
要求を発生します。
入力するパルスの有効
エッジはPRM00レジスタ
で設定します。

資料番号 U17345JJ1V4IF00
発行年月 June 2005 NS CP(K) NEC Electronics Corporation

7

8

9

10

パルス幅測定機能

TI000端子またはTI010
端子に入力されるパルス
のエッジをトリガとし，
その時のカウンタの値を
キャプチャします。
パルスの立ち上がり時と
立ち下がり時の値を
キャプチャすることで，
パルス幅が算出でき
ます。

INTP2

INTSR6信号

01234567

RXB6 受信バッファ・レジスタ6
アドレス：FF92h、リード、リセット時：FFh

RXS6 受信シフト・レジスタ6

TXB6 送信バッファ・レジスタ6
アドレス：FF94h、リード/ライト、リセット時：FFh

01234567

01234567

TXS6 送信シフト・レジスタ6
01234567

ASIM6 ASI動作モード・レジスタ6

アドレス：FF90h、
リード/ライト、
リセット時：01h

POWER

6
TXE

6
RXE

6
PS
61

PS
60

CL
6

SL
6

ISRM
6

01234567

エラー発生時
0: INTSRE6発生
1:INTSR6発生

0: ストップ・ビット数=1、1: 2
0: キャラクタ長=7ビット、1: 8ビット

[0:0] パリティなし
[0:1] ゼロ・パリティ
[1:0] 奇数パリティ
[1:1] 偶数パリティ

1: 送信動作許可

1: 受信動作許可

1: 動作許可

ASIS6 ASI受信エラー・ステータス・レジスタ6
アドレス：FF93h、リード、リセット時：00h

0 0 0 0 0
PE
6

FE
6

OVE
6

01234567

1: オーバラン・エラー

1: フレーミング・エラー

1: パリティ・エラー
このレジスタは
読み出されると
ゼロにクリアされる。

ASIF6 ASI送信ステータス・レジスタ6
アドレス：FF95h、リード、リセット時：00h

0 0 0 0 0 0
TXBF

6
TXSF

6

01234567

送信シフト・レジスタ・データ・フラグ
1: 送信バッファ・レジスタ6（TXB6）

よりデータが転送されたとき（データ送信中のとき）

送信バッファ・データ・フラグ
1: 送信バッファ・レジスタ6（TXB6）にデータを

書き込んだとき（TXB6にデータが存在するとき）

CKSR6 クロック選択レジスタ6

0 0 0 0
TPS
63

TPS
62

TPS
61

TPS
60

01234567

この４ビットの値をLとするとき、基本クロック(fxclk6)はfxp/2L となる。
たとえば、L=3のときfxp/8、L=7のときfxp/128。
なお、Lは0~11の範囲で、L=12以上は設定禁止である。

MLD
67

MLD
66

MLD
65

MLD
64

MLD
63

MLD
62

MLD
61

MLD
60

01234567

この８ビットの値をKとするとき、分周値はfxclk6/Kとなる。
ここでfxclk6はCKSR6(クロック選択レジスタ6)で設定したクロック。
たとえば、K=8のときfxclk6/8、K=252のときfxclk6/252。
なお、Kは8~255の範囲で、K=7以下は設定禁止である。
ボーレート値はこのfxclk6/Kを1/2分周したものとなる。

BRGC6 ボー・レート・ジェネレータ・コントロール・レジスタ6

ASICL6 ASIコントロール・レジスタ6

SBRF
6

SBRT
6

SBTT
6

SBL
62

SBL
61

SBL
60

DIR
6

TXDLV

6

01234567

TxD6出力反転
0: 通常出力、1: 反転出力

0: MSBファースト、1:LSB

SBF長

1: SBF受信トリガ

1: SBF送信トリガ

1: SBF受信中
(このビットのみ

リードオンリー）

ISC 入力切り替え制御レジスタ
アドレス：FF8Ch、
リード/ライト、
リセット時：00h 0 0 0 0 0 0

ISC
1

ISC
0

01234567

TI000入力ソース選択 0: TI000(P30)、1: RxD6(P44)
INTP0入力ソース選択 0: INTP0(P30)、1: RxD6(P44)

INTSRE6信号

INTST6信号 P
43/TxD

6/IN
TP

1

P43

P43

INTP1

UART6 - アシンクロナス
シリアルI/F(ASI)

TxD6

TMH1
8ビットタイマ
カウンタH1

CMP01
８ビットタイマH
コンペア・レジスタ01

01234567

INTTMH1信号 一致

01234567

アドレス：FF0Eh
リード/ライト
リセット時：00h

CMP11
８ビット・タイマH
コンペア・レジスタ11

01234567
アドレス：FF0Fh
リード/ライト
リセット時：00h

一致

セ
レ
ク
タ

fxp

fxp/4

fxp/16

fxp/64

fxp/4096

fRL/128

00: インターバルタイマ、10: PWM出力モード

CKS
12

CKS
11

CKS
10

TMMD
11

TMMD
10

TOLEV
1

TOEN
1

TMHE
1

TMHMD1 ８ビット・タイマHモード・レジスタ1
アドレス：FF70h、リード/ライト、リセット時：00h

01234567

0: 出力禁止、1: 許可

0: タイマ出力はロウ・レベル、1: ハイ

0: タイマ動作停止(カウントは０にクリア)
1: タイマ動作許可(クロック入力でカウント開始) 0

0
0
0
1
1

0
0
1
1
0
0

0
1
0
1
0
1

fxp
fxp/4
fxp/16
fxp/64
fxp/4096
fRL/128

クロック選択
(左記以外は設定禁止)

出力
制御

TMH1 –
８ビット・タイマH1

受

送

P
44/R

xD
6

P4
ポート・レジスタ4

P
44

4

PM4
ポート・モード・レジスタ4

0: 出力、1: 入力

PM
44

4

PU4
プルアップ抵抗オプション

レジスタ4

PU
44

4

P44

P44

VDD

P-ch
RxD6

入力ポートとして
使用するとき，
内蔵プルアップ
抵抗を使用可能。

P4
ポート・レジスタ4

P
43

3

PM4
ポート・モード・レジスタ4

0: 出力、1: 入力

PM
43

3

PU4
プルアップ抵抗オプション

レジスタ4

PU
43

3

VDD

P-ch

入力ポートとして
使用するとき，
内蔵プルアップ
抵抗を使用可能。

P
42/TO

H
1

P4
ポート・レジスタ4

P
42

2

PM4
ポート・モード・レジスタ4

0: 出力、1: 入力

PM
42

2

PU4
プルアップ抵抗オプション

レジスタ4

PU
42

2

P42

P42

VDD

P-ch

入力ポートとして
使用するとき，
内蔵プルアップ
抵抗を使用可能。

アドレス：FFE0h
リード/ライト
リセット時：00h

ADIF
TMIF
010

TMIF
000

TMIF
H1

PIF1 PIF0 LVIIF 0

01234567
IF0
割り込み要求
フラグ・レジスタ0

0
ST
IF6

SR
IF6

SRE
IF6

TMIF
80

PIF3 PIF2 0

01234567

ADMK
TMMK
010

TMMK
000

TMMK
H1

PMK1 PMK0 LVIMK 1

01234567

1
ST

MK6
SR

MK6
SRE
MK6

TMMK
80

PMK3 PMK2 1

01234567

ES
21

ES
20

ES
11

ES
10

ES
01

ES
00

0 0

01234567

0 0 0 0 0 0
ES
31

ES
30

01234567

INTP0の有効エッジ選択
[0:0] 立ち下がりエッジ
[0:1] 立ち上がりエッジ
[1:0] 設定禁止
[1:1] 両エッジ

INTP1INTP2INTP3

IN
TTM

80
信

号

IN
TST6

信
号

IN
TS

R
6
信

号

IN
TS

R
E

6
信

号

IN
TP

3
信

号

IN
TP

2
信

号

IN
TA

D
信

号

IN
TTM

010
信

号

IN
TTM

000
信

号

IN
TTM

H
1
信

号

IN
TP

1
信

号

IN
TP

0
信

号

IN
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号

UART6 TMH1A/D
16ビット・

タイマTM80 LVI

IN
TP

3

IN
TP

2

IN
TP

1

IN
TP

0

(0: 割り込み要求は発生していない、1: 割り込み要求が発生し、要求中)

(0: 割り込み処理許可、1: 割り込み処理禁止)

アドレス：FFE1h
リード/ライト
リセット時：00h

IF1
割り込み要求

フラグ・レジスタ1

アドレス：FFE4h
リード/ライト
リセット時：FFh

MK0
割り込みマスク・
フラグ・レジスタ0

アドレス：FFE5h
リード/ライト
リセット時：FFh

MK1
割り込みマスク・
フラグ・レジスタ1

アドレス：FFECh
リード/ライト
リセット時：00h

INTM0
外部割り込み
モード・レジスタ0

アドレス：FFEDh
リード/ライト
リセット時：00h

INTM1
外部割り込み

モード・レジスタ1

CPUへの割り込み

12345678910111213

割り込み優先順位

割り込み制御

受信完了

エラー発生

送信完了

エラー
検出回路

アドレス：FF96h、
リード/ライト、
リセット時：00h

アドレス：FF97h、
リード/ライト、
リセット時：FFh

アドレス：FF98h、
リード/ライト、
リセット時：16h

P
45

P45

P45

P4
ポート・レジスタ4

P
45

5

PM4
ポート・モード・レジスタ4

0: 出力、1: 入力

PM
45

5

PU4
プルアップ抵抗オプション

レジスタ4

PU
45

5

VDD

P-ch

入力ポートとして
使用するとき，
内蔵プルアップ
抵抗を使用可能。

PWM（パルス・ワイズ・
モジュレータ）機能

コンペア0（CMP01）で
パルス周期を設定し，
コンペア1（CMP11）で
デューティを設定して
パルスを出力します。

LIN（ローカル・インター
コネクト・ネットワーク）

車載ネットワークで主に
採用されているLIN-bus
に対応しています。
LINの受信では，
ウエイクアップ信号検出
で外部割り込み（INTP0）
を，シンク・フィールド長
計測で16ビット・ タイマ
（TM00）を使用します。
これらはISCレジスタで
内部切り換えできるので，
外部で結線する必要
はありません。

連続送信機能
送信バッファ（TXB6）
から送信シフト・レジスタ
（TXS6）にデータが転送
され次第，次のデータを
書き込むことができる
ため，効率良く連続的
に送信できます。
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